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バイオガス発電事業の概要

2-5 バイオガス発生量の増加技術

・既存のメタン発酵槽（消化槽）におけるバイオガス発生量を増加させる技術

技術 前処理装置の導入や、メタン発酵槽の運用の改善など、目的を達成させうる技術であれば問わない。

仕様
① 増加するバイオガス量、発電量による収入増加に見合う投資額で導入できること

② 実機に導入する前に、導入の効果および副作用がないことを確認できる方法を提案できること

効果
発生するバイオガス量が増えると、環境売電収入の増加、発酵残渣処理費用の低減により利益の増
加が期待できると同時に、地球環境への貢献となる。
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https://www.osakagas.co.jp/company/efforts/rd/innovation/pdf/needs/2021/needs.pdf

